表　彰　規　程
（目的）
第１条　　この規程は、公益社団法人全国調理職業訓練協会（以下、「協会」という。）が行う表彰に関する事項を定めることを目的とする。

（表彰の種類）
第２条　　表彰の種類は、次の各号のとおりとする。
　　１　協会会長表彰
　　２　協会会長感謝状
　　３　勤続表彰　

（表彰の対象及びその基準）

第３条　　表彰の対象及びその基準は、次の表の左欄に掲げるものを対象として、同表の中欄を基準とし、同表の右欄に掲げる表彰を行うことができる。

	対象
	表彰の基準
	表彰の種類

	協会役員
	在任期間が通算して７期（14年）以上の者
	協会会長表彰

	
	在任期間が通算して３期（６年）以上の者であって役員を退任した者
	協会会長感謝状

	
	その他特に必要と認められる者
	協会会長表彰

又は

協会会長感謝状

	正会員
	会員期間が20年以上で、協会の事業に積極的に協力した者
	協会会長表彰

	
	会員期間が15年以上で、協会の事業に積極的に協力した者
	協会会長感謝状

	
	その他特に必要と認められる者
	協会会長表彰

又は

協会会長感謝状

	賛助会員
	会員期間が15年以上で、協会の事業に積極的に貢献又は協力した者
	協会会長感謝状

	
	その他特に必要と認められる者
	協会会長感謝状

	正会員

教職員
正会員

教職員

	教職員として在職期間が15年以上で、正会員から推薦された者
	協会会長表彰

	
	教職員として在職期間が10年以上で、正会員から推薦された者
	協会会長感謝状

	
	その他協会の目的に積極的に貢献又は協力した者で、正会員から推薦された者
	協会会長表彰

又は

協会会長感謝状

	協会事務局職員
	勤続期間が20年以上の者
	勤続表彰

	
	勤続期間が15年以上の者
	

	
	勤続期間が10年以上の者
	

	その他
	協会事業に積極的に貢献又は協力した者
	協会会長表彰

又は

協会会長感謝状


（教職員の推薦）
第４条　　前条の規定による教職員の被表彰者の推薦は、様式１により協会会長に推薦するものとする。

（被表彰者の選考・決定）
第５条　　被表彰者の選考は、三役会（会長、副会長、専務理事）が行う。
２　被表彰者は、理事会の承認を経て会長が決定する。
（表彰の方法）

第６条　　表彰は、通常総会及び記念式典の会場又は協会事務局において行う。

　ただし、理事会において特に必要と認めた場合は、この限りでない。

２　表彰に当たっては、表彰状又は感謝状を贈呈する。

３　前項の規定による表彰状又は感謝状の贈呈に当たっては、記念品又は金員を贈呈することができる。

（その他）
第７条　　本規程に定めのない事項については、必要に応じてそのつど定めるものとする。

（改廃）
第８条　この規程の改廃は、理事会の決議によるものとする。
附則
　　この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律（以下「整備法」という。）第１０６条第１項に定める公益社団法人の設立の登記の日から施行する。
様式１

平成　　年　　月　　日

教職員表彰候補者推薦調書

学校名；

会員名；

	推薦順位
	氏名
	性別
	生年月日
	勤続年数

	
	フリガナ　　　　　　　　　　　　　
	
	
	年

	
	
	
	
	

	区　　分
	常　勤

非常勤
	教　員

職　員
	専　任

兼　任
	当教科課目（職員にあっては、担当職名）

	
	
	
	
	

	現住所：〒

　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　　　（　　　）

	（推薦理由）




注）　１　氏名は、楷書で正確に記入してください。
　　　２　区分については、該当するものに○印をつけてください。

